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七
号
線
の
青
砥
橋
に
お
け
る
エ
レ
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ー
タ
ー
設
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を
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書

固
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資
産
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び
都
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計
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に
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不
妊
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用
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求
め
る
意
見
書

犯
罪
被
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者
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援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
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都
道
環
状
七
号
線
の
青
砥
橋
に
お
け
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
８
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
は
じ
め

と
す
る
区
長
提
出
議
案
等
１９
件
と
、

都
道
環
状
七
号
線
の
青
砥
橋
に
お

け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
求
め

る
意
見
書
（
下
欄
参
照
）
な
ど
、

議
員
提
出
議
案
５
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

矢切の渡し

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

第
４
回
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
４
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

都
道
環
状
七
号
線
の
青
砥
橋
は
、
本
区
青
戸
二
丁
目
と
高
砂
一
丁
目
を
結
ぶ
中
川
に
か
か
る
東

京
都
管
理
の
道
路
橋
で
あ
る
。
こ
の
橋
に
は
、
両
端
に
左
右
計
４
箇
所
の
垂
直
に
上
る
階
段
と
橋

に
沿
っ
て
直
線
的
な
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
高
砂
一
丁
目
側
の
住
民
の
多
く
は
、
通
勤
、

通
学
を
は
じ
め
、
生
活
に
必
要
な
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
病
院
等
を
利
用
す
る
目
的
で
、
青
砥

駅
周
辺
と
の
行
き
来
に
、
日
常
的
に
こ
の
橋
を
渡
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
青
砥
橋
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
日
常
生
活
に
密
着
し
た
橋
で
あ
り
な
が
ら
も

数
々
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
多
く
の
橋
の
中
で

も
、
こ
の
青
砥
橋
は
突
出
し
て
早
期
の
対
策
の
必
要
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
東
京
都
に
対
し
、
青

砥
橋
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

東
京
都
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
①
小
規
模
住
宅
用
地

に
対
す
る
都
市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す
る
軽
減
措
置
を
令
和
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

②
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
２
割
減
額
す
る
減
免
措
置
を

令
和
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。
③
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に

つ
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を
６５
％
に
引
き
下
げ
る
減
額
措
置
を
令
和
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る

こ
と
。

政
府
に
対
し
、
不
妊
治
療
を
行
う
人
々
が
今
後
も
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
①
不
妊
治
療
は
一
人
一
人
に
最
適
な
形

で
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
保
険
適
用
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
治
療
を
受
け
る
人

の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、
助
成
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
「
人
工
授
精
」
を
は
じ
め
、
特
定
不
妊
治
療
で
あ
る
「
体
外
受
精
」
や
「
顕
微

授
精
」、
さ
ら
に
は
「
男
性
に
対
す
る
治
療
」
に
つ
い
て
も
そ
の
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
。

②
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
整
合
性
も
考
慮

し
な
が
ら
、
所
得
制
限
の
撤
廃
や
回
数
制
限
の
緩
和
な
ど
既
存
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
幅
広
い
世
帯
を
対
象
と
し
た
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
③
不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
不
妊
治
療

に
関
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
④
不
育
症
へ
の
保
険
適
用
や
事
実
婚
へ
の
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
、
助
成
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
①
犯
罪
被
害
者
が
民
事
訴
訟
等
を

通
じ
て
迅
速
か
つ
確
実
に
損
害
の
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
損
害
回
復
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
②
犯
罪
被
害
者
等
補
償
法
を
制
定
し
て
犯
罪
被
害
者
に
対

す
る
経
済
的
支
援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
手
続
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

③
犯
罪
被
害
者
の
誰
も
が
事
件
発
生
直
後
か
ら
弁
護
士
に
よ
る
法
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

公
費
に
よ
る
被
害
者
支
援
弁
護
士
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
④
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
病
院
拠
点
型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
都
道
府
県
に
最
低
１
か
所
は
設
立
し
、
人
的
・

財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。
⑤
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
犯
罪
被
害
者
支
援
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
が
制
定
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。
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